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12月 23日は歳末まち美化活動 

 
	 今年も年末が迫ってきました。毎年恒例の

中心市街地「歳末まち美化活動」は、12月 23

日（金）の天皇誕生日です。（詳細 14面） 

「かわごえ環境活動報告集」投稿 12/19〆 
	 2月 25日（土）に開催されるかわごえ環境

フォーラム午前の部「環境活動報告会」に合

わせて「かわごえ環境活動報告集」を発行し

ます。申込（延長しました）と原稿の締切は

12 月 19 日（月）です。まだ応募していない

方もぜひ投稿してください。 

http://forum.kawagoekankyo.net 

（詳細 15面） 

 

「かわごえ環境フォーラム」2/25開催 
	 第 15 回かわごえ環境フォーラムが 2 月 25

日（土）をウェスタ川越において開催します。

午前は「かわごえ環境活動報告集」に基づい

た環境活動報告会を南公民館にて、午後は、

（仮称）川越市環境行動計画の策定を記念し

た講演会を多目的ホールにて実施します。基

調講演は、現在、川越などを舞台としたドキ

ュメンタリー映画「武蔵野」を制作している

映画監督の原村政樹氏です。会員内外の多く

の参加をお待ちしています。 
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【コラム】私のエコ体験（6）「パリ協定」発効に思う 
	 「パリ協定」が 11月 4日をもって発効になり

ました。世界的な環境問題対策としては極めて

大きな、意義深いできことだと思います。 

	 しかしながら、日本は同協定発効時には批准

が行われておらず、汚点を残す結果となりまし

た。11 月 7 日からモロッコで開かれる COP22

では、協定批准国でない日本は会議に参加でき

ませんでした（オブザーバー参加は可）。今後の

具体的なルール作りが始まるのですが、意見を

言う資格がなかったのです（日本は遅ればせな

がら 11月 8日に批准手続き完了）。 

	 「パリ協定」は昨年 12月に 197が国が参加す

る COP21で採択され、「世界的な平均気温上昇

を産業革命以前に比べて 2°Cより十分低く保つ

とともに、1.5°Cに抑える努力を追求すること」

を目的とするものです。同協約の発効は 55か国

以上、温暖化ガス排出量が 55%以上になれば発

効できるとの条件でしたが、9 月に米中が批准

し、その後、インド、EU等が批准をした結果、

発効条件を予想以上に早くクリアしたのです。

	 以前、京都議定書では、1997年に採択、2005

年に発効と、7 年を要したのに比べ、今回は、

米中の大国主導の効果もあり、スピード発効と

なったのです。日本は、完全に読み違えたと云

えるでしょう。 

	 「パリ協定」では、上述の目標に向けて各国

が自主的に削減目標を設定し、削減計画を実行

しますが、現段階では各国の目標が達成された

としても気温上昇は 2.9〜3.4℃となり、目標の

2℃未満にはならない可能性があります。そこで、

5年ごとに各国が削減計画を見直（強化）して、

長期的には、今世紀後半に温暖化ガス排出量を

実質ゼロにすることを最終目標としています。

すなわち、同協定は終わりのない努力を各国に

課する条約なのです。それだけ、温暖化の脅威

が地球規模で進行していることを自覚しなけれ

ばなりません。 

	 日本の対応としては、本年 5月に「地球温暖

化対策計画」を閣議決定され、「2030年度に 20

13年度比 26%削減」長期的には「2050年に 80%

削減」をめざすこととなっています。2030年度

目標の 26%削減にしても、その内訳をみると業

務（商業施設や事務所のビルなど）部門、家庭

部門の削減目標は約 40%となっており、具体的

にどのようにして実現するのか、大きな問題で

す。前回の京都議定書の際は、日本は 6%削減

が目標でした。みなさんも省エネルギーでずい

ぶん努力されたと思いますが、今度は 26%削減

です。 

家庭部門は、40%削減です。個人的には、こ

の目標は達成可能と見ています（しっかりとし

た施策と我々の意識・自覚が前提ですが）。 

	 問題は、2050年の 80%削減です。「パリ協定」

の温暖化ガス排出量を実質ゼロにする最終目標

を受けて、政府はこうした方針を出したのでし

ょう。（安倍さんは 2050年には 96歳？） 

	 先日、ある方と話していましたら、「パリ協定」

は低炭素社会をめざすのではなく、脱炭素社会

をめざすことを目標にしている。炭素を出さな

い新たな社会システムをめざす条約なんだと話

されていました。これをトランスフォーメーシ

ョン（社会変革）と呼ぶそうです。そうした目

でみると、世の中はそうした動きが始まってい

ると感じます。 

	 一言でいえば、ZEH（ゼロ・エネルギー・ハ

ウス）、ZEB（ゼロ・エネルギー・ビル）、ZEV

（ゼロ・エネルギー・ヴィークル）の実現です。

各住宅メーカーでは、太陽光発電・蓄電池・エ

ネファーム等を組合せた ZEH を発表していま

すし、経済産業省も新築家屋の半分は ZEHをめ

ざすと云っています。ZEBでは、大成建設が横

浜市内の壁面に薄膜太陽光発電を設置したモデ

ルビルで実証できたとしています。ZEVの世界

では、米カルフォルニア州で 2017年秋から自動

車メーカーに一定比率以上はエコカー（EV、P

HV、FCV のみ）とすることを義務付ける規制

が始まります。 

	 また、火力発電所や清掃工場では、CCS（Ca
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rbon Capture & Storage）設備を設置して、排出

ガス中のCO2をアルカリ水などで捕まえて地中

に埋めたり、CO2 の有効利用に回したりする動

きが始まっています。ちなみに、欧米では CO2

回収設備付発電所が 15か所あり、7か所が建設

中とのことです。 

	 環境問題では、かつて日本の公害防止法（大

気汚染防止法、水質汚染防止法）、米国の自動車

排ガス規制のマスキー法、東京都のディーゼル

車のパーティクル規制等法律で強制的に規制を

かけないと課題解決にはならないのではないか

と思っています。我が家は、6 年前に家中の窓

をペアガラスの断熱仕様に変え、3.7kW の太陽

光発電パネルを屋根に設置しましたが、年間を

通じて、全消費電力の 80%は自前でまかなえる

計算になります。ZEHはそれほど難しいことで

はないと感じている次第です。 

	 後は、行政による強制力で社会は変わるので

はないでしょうか。 

（宮﨑誠） 
 

【コラム】川越の自然を訪ねて（49）地域をチョウの視点で 

 
図	 ナミアゲハとモンシロチョウの分布 

1.川越のチョウの現状 

	 これまでの調査で累計 57 種類のチョウを観

察しています。毎年 50種類ほどのチョウが観察

されています。過去の知見で 71種類ほどのチョ

ウが知られていますので、これまで 8割までに

達しています（種類は変わってきていますが）。 

	 チョウの分布は、定点観察や周辺調査から、

広域に分布するチョウはナミアゲハ（アゲハ）、

モンシロチョウ、それにヤマトシジミです。こ

の他にツマグロヒョウモンやアカボシゴマダラ

も目立つチョウです（図）。 

	 メッシュ内のルートセンサスで調査すると、

ナミアゲハは 2頭、モンシロチョウは畑が多い

場所で 23頭、ヤマトシジミは 7頭生息している

ことがわかりました。 

	 分布が限定されるのはジャコウアゲハ、コム

ラサキ、ゼフィルス類（アカシジミ、ウラナミ

アカシジミなど）です。ジャコウアゲハは安比

奈親水公園、池辺公園、川越水上公園と入間川

沿い、吉田（南小畔川）、寺尾（新河岸川）で、

コムラサキは川越水上公園、寺尾調節池で見つ

かり、食草がヤナギなので水辺で見つけること

ができます。ゼフィルスはコナラやクヌギの新

芽を食草とするので雑木林に限られます（「（仮

称）川越市森林公園」計画地、今福のヤマ、安

比奈親水公園）。 

	 今年、ヒメウラナミジャノメを久保川そばの

市民の森 7号地で見つけ、安比奈親水公園、寺

尾などから生息場所を広げることになりました。 

	 最近、見られるようになったチョウにはモン

キアゲハ、オナガアゲハ、ナガサキアゲハがあ

り、気温の上昇と食草で北上しており、これか

ら川越で広く見られることが予想されます。 

2.以前のチョウは 

	 過去のチョウはどうでしょうか。埼玉昆虫談

話会の「埼玉昆虫誌」、島村氏による「新河岸川

流域の観察ノート」、馬場氏の観察メモの資料か

らまとめると、現在ほとんど見かけない種が 19

種生息していたことが分かりました。昭和 40

年代になると川越の環境が変化して、50年には

これらのチョウは姿を消すか生息場所を減らし

て見つかり難くなっています。 

	 現在見られるチョウは、食草と新たに環境に

適応して、減ったチョウの生息場所に進出して

きたチョウであると考えられます。 
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3.絶滅の恐れのあるチョウは 

	 これまでの調査から、市内で絶滅の恐れのあ

るチョウはミズイロオナガシジミ、コムラサキ、

ヒオドシチョウ、ゴマダラチョウ、ツマキチョ

ウなどが考えられます。その根拠は、雑木林の

生息環境の悪化や草はらの減少などです。より

積極的な保全策を考える必要があります。 

4.チョウの復活を願って 

	 昭和 30年代を望むべくもありませんが、局在

しているチョウはやっと現状を維持しているチ

ョウが多いようです。今後、市内に存在する多

様な環境の河畔林、河川敷、雑木林、草はらを

保全・管理してチョウの棲める環境を整え、市

街地もチョウの視点にたった街づくりを考える

必要があるのではと思います。 

	 生物多様性の地域戦略を作成し、多くの生き

ものが命をつむげる生態系の復活が急務なのか

もしれません。     （猪俣昇、過昌司） 
 

【報告】かわごえ環境ネットの活動

2016環境講演会報告 社会環境部会 

講演会風景 

 
箕輪信一郎	環境部副部長 

 
講師	 鈴木智行	主幹 

 
部会代表	 板野徹	 司会進行	 宮崎誠 

	 11月 5日(土)に社会環境部会主催の環境講演

会を南公民館（ウェスタ川越内）で開催し、33

名の参加者がありました。 

	 今回の環境講演会は昨年同様 2部構成にし、

第 1部は鈴木智行氏（埼玉県環境部温暖化対策

課主幹）に演題「地球温暖化は止められるか」

の講演を行っていただき、第 2部では箕輪信一

郎氏（川越市環境部副部長兼環境政策課長）に

加わっていただき、「低炭素社会の実現にむけ

て」をテーマに対談（含質疑応答）を行いまし

た。 

	 今回の講演内容・講師の選定にあたっては、

昨年 12月に 197か国が参加した COP21で「パ

リ協定」が採択されたという地球規模での環境
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問題の進展を踏まえ、また、今年の 5月に閣議

決定された「地球温暖化対策計画」を参考に、

今後、埼玉県、川越市、我々市民は何をすべき

か、また何ができるかを考えるのに役立つテー

マを選んだわけです。 

	 講演の冒頭、講師の鈴木主幹からも「11月 4

日の「パリ協定」発効（その時点では、日本は

未批准）という記念すべき日の翌日にこのよう

な講演会を開催するのは時宜に合っており、先

見の目があると言わざるを得ません。」と述べて

いました（その後、日本は遅ればせながら 11

月 8日に批准手続き完了）。 

	 第 1部の講演ですが、「地球温暖化は止められ

るか」をテーマとして、1.地球温暖化について、

2.国際的な動き、3.日本の状況、4.埼玉県の状況、

5.私たちにできることの 5 つのサブタイトルに

分けてわかりやすい説明がなされました。前述

の「パリ協定」の内容、それに対する日本政府

の対応、埼玉県の状況では埼玉県の平均気温の

推移［全国平均より気温上昇（100年で 2℃）が

高い］、「埼玉県地球温暖化対策実行計画」の中

間見直し（2020 年に 2005 年比 21%削減）や別

紙による「エコタウンプロジェクト」の解説が

あり、私たちにできることでは、特に家庭部門

からの CO2 排出量が増えていることに対して、

その原因と削減対策の話がありました。 

	 私が注目した事例としては、エコタウンプロ

ジェクトの重点地区（東松山と本庄）ではエネ

ルギー自給率が 22.5%になったとのことです。

この値は、埼玉県全体の平均エネルギー自給率

が 1%台ですから、すごい数値です。また、日

本の 2030年再生可能エネルギー導入目標値が 2

2〜24%ですから、この地区では、すでに目標を

達成していることになります。また、最近では、

ハウスメーカーと組んで「ミニエコタウン事業」

を展開しているとのことで、インターネットを

調べてみたところ、川越市では伊勢原町がモデ

ル地区になっていました（私の地元ながら知ら

なかったのでお恥ずかしい）。川越市側もこうし

た「ミニエコタウン事業」については、広報活

動も含め、もっと支援すべきではないかと思い

ました。 

	 第 2部の対談に先立ち、鈴木主幹の講演に対

する聴講者からの質問に答えていただいた後、

箕輪環境部副部長から川越市の温暖化対策につ

いての説明があり、太陽光発電、エネファーム

設置等に補助を継続していること、全ての市立

小・中学校には太陽光パネルを設置している他、

公共施設には積極的に設置を増やしていること、

エコドラブの普及活動に注力していることなど

の話がありました。対談では、司会者からの「国

の 2030 年の業務・家庭部門の CO2削減目標」、

「2030 年の電力構成の再生可能エネルギー比

率の達成可能性」、「2050年以降を見た CCS（C

arbon Capture & Storage）の導入可能性」等の

質問に対する両対談者の回答・解説が述べられ

ました。特に印象的な話は、日本はもっと水力

発電を工夫により増やせるのではないか、また、

CCS の技術開発次第では、清掃工場に CCS を

設置してCO2排出を回収する時代も来るのでは

ないか等の話もありました。いずれにしても、

将来、脱炭素社会を築いていくには、我々の地

道な努力と新たな技術開発が必須であることを

強く感じた対談でした。 

	 昨年より参加人数が減り反省点もありました

が、関係者皆様のご協力にこの紙面を借りて感

謝申し上げます。 （社会環境部会	 宮崎誠） 
 
参考資料	 埼玉県：民間事業者と協働でエコタウンプロジ

ェクトを拡大します。～新たにミニエコタウン協働事業者

4社を決定～（2016年 6月 17日） 
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0503/h28minieco-kettei.html 
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川越まつり会場クリーン活動 
	 10月 15日（土）・16日（日）に「川越まつり」

会場クリーン活動を実施しました。本会の会員

団体のクリーン&ハートフル川越が長年にわた

り行ってきた活動を、本年から本会が引き継ぎ

行いました。参加者は川越市観光課から借用し

た赤い法被（ハッピ）を着て、お祭り会場のご

み拾いや辻立ちを行い、ごみのない気持ちの良

い会場づくりに邁進しました。参加者数は 15

日が 45 名、16 日が 35 名、両日合計で 80 名で

した。感謝!! 

	 参加団体は、企業がパイオニア株式会社、初

野建材工業株式会社、朝日新聞販売所。団体が

小江戸大江戸トレニックワールド、クリーン&

ハートフル川越。そして東洋大学総合情報学科

の学生が多数参加しました。 

	 また、かわごえ環境ネットのホームページや

Facebook でクリーン活動参加呼びかけをした

ところ、多くの方々の参加がありました。 

	 来年はクリーン活動をより一層充実させ、多

くの参加者を集め、お祭り会場をクリーンにし

たいと考えております。ご協力よろしくお願い

いたします。 

※敬称略（カラー写真はホームページで！） 

（菊地三生） 

 
クリーン活動本部 
スタッフ一同 

 
今年の観光客は 98万 5000人 

 

 
いざ出陣！ 

パイオニア株式会社 

 
連雀町交差点付近で 

原嶋理事 

 
何時も元気な 

小江戸大江戸トレニックワールド 

 
昼間はごみが少ないの！  

東洋大学学生 

 
川越駅の交差点で辻立ち 

小瀬理事長 

 
着物で参加の横山副理事長と 
親子 3人で参加の飯島理事 

 
時の鐘付近をクリーンに 
一般参加の方など 
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エコドライブ推進活動 社会環境部会 

 
シミュレーターを使ってのエコドライブ講習風景 

（かわごえ産業フェスタ野外会場）写真 

	 昨年から、つばさ館でシミュレーターを使用

してのエコドライブ推進活動を環境政策課と協

働で行ってきました。 

	 今年は 2回実施することになり、1回目は 11

月 5日つばさ館まつりに合わせ実施しました。2

回目は 11月 20日にウェスタ川越で開催された

かわごえ産業フェスタ会場内で実施しました。5

日は天気もよく、つばさ館まつりにたくさんの

来場者があり、エコドライブ会場にも物珍しそ

うに多くのエコドライブを体験してくれる人が

訪れ、9時半開始から 15時まで入れ替わり立ち

代わり訪れる人があり、終わって見れば 41名の

方に体験していただきました。 

	 時間の関係でシミュレーターでは、今までの

走りとエコドライブの走りの比較ができません

でしたので、車を走らせることにより排出され

る温室効果ガスが、エコドライブをマスターす

ることにより抑制され、ガソリンの無駄な消費

を抑える運転方法、ふんわりアクセルを意識し

て 5 秒で 20km/h になるようなアクセル操作に

絞り体験してもらいました。 

	 20日も天候に恵まれ、かわごえ産業フェスタ

は大盛況でした。今回は、エコドライブ講習場

所が野外での講習となりました。市の職員 4名、

社会環境部会より 2名での対応となりました。 

	 9時半より始まり 16時までの長丁場となりま

したが来訪者も多く来ていただき、時間を忘れ

て楽しく対応することができました。 

	 今年は、2 会場とも昨年の経験を生かして、

運転免許所持者を対象として、子どもだけでは

お断りして実施しました。 

	 天気が良すぎて、野外での講習では画面に太

陽の差し込みと反射で苦労しましたが、そんな

中、今回は 47名の方にエコドライブを体験して

いただきました。 

	 また、もう一度体験させてほしいと、4 名の

方が再挑戦しに来ていただきました。 

	 エコドライブは社会環境部会の行事でありま

すが 5日は環境講演会が重なり、20日もみなさ

んいろいろな予定と重なり、2 人の参加と寂し

い結果となりました。両方に参加して長時間協

力してくれた渡辺さんお疲れ様でした。 

	 今後も継続して行くようでしたら、来年度の

社会環境部会の検討課題としてエコドライブの

運営方法を取り上げていただくようお願いしま

す。 

（エコドライブ推進担当	 井口吉三郎） 

 

自然環境部会が「緑の都市賞」市民協働部門 奨励賞を受賞 自然環境部会 

	 公益財団法人都市緑化機構が主催し、第一生

命保険株式会社が特別協賛する第 36回「緑の都

市賞」の表彰式が、11 月 11 日（金）に明治記

念館で行われ、かわごえ環境ネット自然環境部

会が行ってきた「（仮称）川越市森林公園計画地」

調査・保全活動が市民協働部門	 奨励賞の表彰

を受けました。 

	 緑の都市賞は、明日の緑豊かな都市づくり・

まちづくりを目指し、樹木や花などの「みどり」

を用いた環境の改善、景観の向上、緑のリサイ

クル等に取り組み、緑あふれる施設づくり、街

並みづくりに卓越した成果を上げている市民活

動団体及び企業等、並びに都市の緑の保全や緑

化の推進に個性的な施策に取り組み、顕著な成
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果を上げている公共団体を顕彰し、緑豊かなま

ちづくりの普及と実現を目指すものです。 

	 そして、緑の市民協働部門は、「ボランティア

を基本とした緑化活動で、地域の社会や環境へ

貢献した活動に対して表彰するものです。 

	 以下は今回の受賞理由の要約です。かわごえ

環境ネットは、2004年に、川越市環境基本計画

に基づき、市民、事業者、行政、民間団体がパ

ートナーシップを形成して、相互が協働して行

う事業への情報提供、調整を行うために設立さ

れた。自然環境部会は、「（仮称）川越市森林公

園」計画地において 2002年から月 2回の生態的

調査や貴重種の保護育成活動を実施している。

また、生物多様性に富んだ計画地を広く市民に

知っていただくために、観察会や近隣の小中学

校の自然学習などの普及啓発に積極的に取り組

んで来たことを評価したとのことです。 

	 自然環境部会では、川越の貴重な緑を保全す

るために、今回受賞の対象となった「（仮称）川

越市森林公園」計画地や池辺公園、仙波河岸史

跡公園などで活動を行っております。自然の緑

を守り、保全することで生み出される恵みは、

住む人に豊かさを与えてくれます。また、緑が

生み出す景観は観光の重要な要素にもなり経済

的な利益をもたらします。 

	 川越の貴重な緑の保全のために、多くのボラ

ンティアの参加をお待ちしております。活動の

内容と活動日は本誌の各部会等の記事と巻末の

イベントカレンダーをご覧いただき、連絡先に

お気軽にご一報ください。 

	 「緑の都市賞」特別協賛の第一生命保険株式

会社の川越支社様は、このたびかわごえ環境ネ

ットに入会するとともに、第 15回かわごえ環境

フォーラムに協賛していただくことになりまし

た。御礼申し上げます。 

（広報委員、自然環境部会	 菊地三生） 

 
表彰を受ける自然環境部会代表 賀登環氏 

 

 
小瀬理事長と参列者 

 
受賞者記念写真	 2列目中央 賀登氏 

 
計画地での保全活動参加者 

 

川合市長に「緑の都市賞」 奨励賞 受賞の報告をしました。（速報） 

	 11月 24日（木）11時から 30分間、川合市長

に「緑の都市賞奨励賞」受賞の報告をしました。 

	 環境部の箕輪副部長が同席し、小瀬理事長よ

り公益財団法人都市緑化機構が定める「緑の都

市賞」の内容、賀登自然環境部会代表より受賞

の対象になった（仮称）川越市森林公園計画地

における自然環境部会の長年にわたる活動の説

明をしました。 

	 最後に賀登代表から川合市長に、川越の貴重

な雑木林を保全するためにも「公有地化」推進

していただきたいとのお願いをしました。 

	 この模様は J:COMチャンネルの「デーリーニ

ュース」で、同日 17時から等で詳しく放映され

ました。なかなかよい内容にまとめられた映像
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でした。 （広報委員会、自然環境部会	 菊地三生）

 
川合市長に報告 

 
川合市長と記念撮影

 

高階北小学校 3年生「森の自然学習」支援報告 自然環境部会 

 
カブトムシの幼虫さがし 

日時：11月 8日(火)9:30～11:30 

場所：「（仮称）川越市森林公園」計画地 

	 高階北小学校 3年生の「森の自然学習」は 20

11年から始まりましたので、今年で 6年目にな

ります。この秋は 9月に異常に雨が多く、秋ら

しい爽やかな日は少なく、11月に入ると急に寒

くなりましたが、当日は穏やかな日よりでした。 

	 朝、9 時過ぎには元気な子どもたちの声が南

文化会館に響いてきました。高階北小学校から

歩くこと 30 分、3 クラス 88 人が到着です。挨

拶の後、「川越の軽井沢」と人によっては賞賛す

る雑木林に入っていきます。初夏（6 月初め）

にも来ているので季節の変化も感じ取ることが

できるでしょう。黄葉は三分程度でまだ緑の葉

もあり、学習には好都合です。今回の学習テー

マは「秋の自然をさがそう」です。 

	 「森のさんぽ道」を移動する途中にも秋はた

くさん見つかります。くっつきむしをいっぱい

つけたササクサ、ガマズミの赤い実、子どもた

ちは早速、レジ袋に入れていきます。「第 2武蔵

野ふれあいの森」の奥あたりでクラス毎に場所

を決めて活動開始です。 

	 1組は「実りの秋」をたくさんさがしました。

くっつきむしのササクサ、コセンダングサをい

っぱいつけて「ぼく、サボテンみたいでしょ！」

と面白がったり、カマツカの実を試食してみた

りしました。落ち葉だめの中にカブトの幼虫見

っけ。3 年生みんなで飼って、一緒に 4 年生に

なります。男の子がとても珍しいものを見つけ

ました。ヤマナメクジの交尾シーン、真ん中に

濃いブルーの塊、これが精子なのだそうです。 

	 2 組は自由にいろいろな秋をさがしました。

小さなキノコ、小鳥の羽、ゲジゲジやムカデ、

ミミズや大きな腹のカマキリ、ジョロウグモ。

マツのマツカレ病のことや、ヒノキの葉裏の Y

の字のもようをスタッフの鶴巻さんに教えても

らいました。たくさん質問して、ごみも気がつ

いてよく拾いました。 

	 3 組は手のひらくらいの白い布地をスタッフ

からもらって、くっつきむしを集めてまわりま

した。これらがまた、新たな芽がでて、仲間を

増やしていく・・・そのようなこともよくわか
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りました。ホコリタケやノウタケも見つかり、

つっつくと白いけむり（胞子）がでてしばし夢

中でした。 

	 今年は 5年ぶりにドングリが不作の年でした。

コナラ、クヌギだけでなくシラカシもダメでし

た。例年ならこの時期はドングリカーペットで

さんぽ道が覆われるのですが、昨年の古いドン

グリしかありません。川越だけでなく周辺でも

不作だったそうなので、気候が原因と思われま

す。ドングリは森の学習には欠かせぬ役者です

が、今回、ドングリなしでも子どもたちは十分

に秋の自然を見つけることができました。先生

方には学校から 30 分の道のりを引率してくる

のは、パワーのいることと思われますが、この

日の子どもたちの意欲的で楽しそうな姿を見る

と、報われるのではないかと感じました。環境

ネットからは横山、青野、森田、鶴巻、鎌田、

賀登勉、賀登環が対応しました。 （賀登環） 

 
これ、何ですか？ 

 
木の中に何かいるよ 

 
ヤマナメクジの交尾 

 

【報告】会員の活動

川越市協働委託事業『かわごえエコツアー』川越の川めぐり 南小畔親水クラブ 
実施日： 10月 31日（月） 

参加者：28名（定員満席） 

	 昨年に引き続き当クラブで受託して、今年は、

川越の川めぐりを行いました。8 年ほど前に埼

玉県で水辺再生 100 選の公募があり、県内 100

か所の河川工事が行われました。川越市にも 5

か所ほどあり、それらの箇所の状況を視察する

とともに、霞ヶ関カンツリー倶楽部に笠幡の自

然が残っているとのことで、見学申し込みして

実施しました。今回のツアー先には資料がない

ため、「ああ、よかった」というだけで忘れられ

てしまう恐れもあり、記憶に留めてもらうため、

それぞれの場所にかかわる資料を集めたり、作

成したりして 15 ページほどの参考資料として

参加者に配付しました。 

	 合わせて川越県土整備事務所より資料をいた

だき、同封して配付しました。 

資料作成・解説	 河南親水公園：原嶋。霞ヶ関

カンツリー倶楽部：資料作成・原嶋。解説：霞

ヶ関カンツリー倶楽部コース管理部・小澤氏。

小畔水鳥の郷公園と小畔川・賀登。赤間川と伊

佐沼・武田。 

各箇所の見どころ 

1）河南親水公園：水もきれいで手ごろな瀬と

淵があり川遊びに適した場所であるが、ほとん

ど使われてなく、今後活用を図りたい。 

2）霞ヶ関カンツリー倶楽部：芝生、池、松林

等が自然公園のように美しく、すばらしい景観

となっている。 

3）小畔川：御伊勢橋周辺：川あり、公園あり、

一大散策地域。川も整備され、水遊びも盛んで、

地域の散策の場所として活用されている。 

4）河越館跡：昼食の場所として立ち寄り、広

大で古代の様子が伺える場所。流鏑馬の準備が

進められていた。 

5）赤間川：歴史ある河川。赤間川公園から濯

紫公園、田谷堰、北公民館あたりまでが歴史を

感じられる散策路。今年、灯篭流しが復活され

たが、市内中心部から離れているため観光客の

姿が見られない。 

6）伊佐沼：広大な沼。観光地、農業用水とし

て利用もされている。野鳥の飛来場所としても
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カメラマンの活用場所。蓮池としても整備され、

散策者も多い。 

	 最後に北公民館で懇談したあと川越駅まで戻

り、30分ほど予定より早く散会しました。途中

バスが大きくて、通れない場所、カーブが曲が

れない等の誤算もあり、歩行距離が多くなりま

したが無事終了しました。後日参加者何人かに

伺ったところ、奥さんに説明しやすかった。よ

くできている等のほめ言葉もいただきました。

問題点としては、アンケート調査をしなかった

こと、委託元の環境政策課の方に負担をかけて

しまったこと等が反省されます。来年は、川越

の自然巡り、家庭菜園巡り等企画されるとよい

のかと思います。       （原嶋昇治）

 

 
南小畔親水公園で説明を受ける参加者 

 
霞ヶ関カンツリー倶楽部コースの一部 

 
ホトケドジョウが住む湧水池 

 
小畔川・かほく運動公園前の 

踏石を渡り対岸へ 

 
赤間川田谷堰で説明を聞く参加者 

 
伊佐沼で熱心に説明を聞く参加者 

 

「第 7回こもれび祭」への出展 こもれびの森・里山支援隊（東洋大学小瀬研究室）

 
名札作りとかんな体験 

 
薪割り体験 

 
森のツアー 

	 11月 5・6日に開催された東洋大学大学祭「第

7 回こもれび祭」に、キャンパスの森を保全す

る「こもれびの森・里山支援隊」として出展し

ました。6 日（日）は強風等で午前中の屋外イ

ベントと模擬店がすべて中止となる悪コンディ

ションでしたが、2 日間、室内での伐採木を用

いた名札作り、かんな体験、屋外での薪割り体

験、チッパー見学を多くの人に楽しんでいただ

きました。名札、削りかす、薪は持ち帰っても

らいました。そして、林内を巡る「森のツアー」

も楽しんでもらいました。 

	 こういうイベントを通じて、キャンパスに残

る貴重な雑木林「こもれびの森」の存在を知っ

てもらい、近隣の方を中心にもっと親しんでも

らうとともに、保全活動の輪が広げたいと考え

ています。          （小瀬博之） 
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小江戸川越ライトアップ 東洋大学総合情報学部ライトアッププロジェクトチーム（小瀬研究室）
	 11 月 5・6 日に開催された「食と音と灯りの

融合 Kawagoe REMIX」に、東洋大学総合情報

学部ライトアッププロジェクトチームが「小江

戸川越ライトアップ」を出展しました。 

	 今年で 3年目の出展となります。すでに市民

の方々にもおなじみのイベントになりつつある

と思いますが、期日が昨年よりも半月も早かっ

たため、準備にはとても苦労しました。 

	 環境分野と情報分野を扱う私としてのこのラ

イトアップのアイデンティは、捨てないライト

アップ作品、そして人の行動に反応して色が変

わることです。 

	 今年の全体のテーマは「集うあかり」、そして

チームのテーマは「あかりとの対話」。街具を作

ることも課題として挙げられたこと、昨年は「ひ

かりのつみき」（椅子型行灯）を製作したことか

ら、今年はテーブルを作ることを念頭には置い

ていたのですが、ライトアップとして特徴的な

作品を作るのにとても苦労しました。 

	 でき上がった作品の特徴は以下のとおりです。 

1. Arduino というマイコンによってフルカラー

テープ LED を自由に制御できるようにしたこ

と。センサーを内蔵することによって、人の行

動に反応できるライトアップを可能にしている

こと。 

2. 天板と底面にアクリル板を用いて透過性を

もたせるとともに、ハーフミラー（マジックミ

ラー）フィルムを両面に貼ることで、その間に

ある LED が無限に広がるようにみえるように

したこと。また、底面からもその光が見えるよ

うにしたこと。 

3. 椅子の寸法に合うテーブルサイズ（幅、奥行

き、高さ）にして、テーブルとして実際に使用

しやすい形状としたこと。 

4. 各パーツはボルトで連結して組み立てが可

能なものとし、移動しやすいようにすること。 

	 クリスマスの 12月 25日（日）まで「昭和の

街」中央通りの福々スタンド、大黒屋食堂、立

門前通りの彩乃菓、大正浪漫夢通りの沖縄物産 

真南風（まはえ）の店頭または店内に展示して

います。ぜひご覧ください。  （小瀬博之） 

 

 
5日は陶舗やまわ前に展示 

 
6日は一番街の五軒長屋前に展示 クリスマスまで大黒屋食堂等へ設置 

 

【報告】理事会・専門委員会

理事会・事業運営委員会

	 第 8回理事会が 11月 30日（水）14:30-16:20

に出席理事 10名（＋委任 2名）にて、それに先

立ち第 8 回事業運営委員会が同日 13:00-14:30

に出席者 8名にて、どちらも福田ビル 3階会議

室において開催されました。主な内容は次のと

おりです。 

①事業運営委員会水辺と川の小委員会より、11

月 12 日開催の北公民館かんきょう祭りにおい

て「川越の魚」を出展したこと、南小畔親水ク

ラブ主催のかわごえエコツアーについての報告

がありました。 

②2月 25日（土）に開催されるかわごえ環境フ

ォーラムについて、環境活動報告集並びに環境

活動報告会の申込状況について確認しました。1



月刊 かわごえ環境ネット	 2016年 12月号	 No.122 

- 13 - 

2月 19日まで引き続き申込、投稿を募集すると

ともに、理事会・部会出席者へ投稿を働きかけ

ることにしました。午後の講演会については、

時間配分とおおよその内容を定め、基調講演を

行う原村政樹監督と近日中に打ち合わせを行う

ことにして確定することにしました。また、共

催となる川越市と調整を行うことにしました。 

	 12 月中にチラシを作成して業者に印刷を依

頼するために、上記の内容を確定させることに

しました。 

③12 月 23 日に行われる歳末まち美化活動の運

営資金について、次回理事会においてカンパを

依頼することにしました。 

④ウェスタ川越で実施している環境講座の状況

について報告を受けました。今後も参加世代を

広げる工夫をしながら事業計画を立てることを

確認しました。 

⑤（仮称）川越市環境行動計画について、12月

28 日からパブリックコメントを実施するため、

素案の最終確認・修正を 12 月 7 日（水）13:00

から小瀬、横山、武田ほか、作成委員会のメン

バーで出席できる人で実施することにしました。

出席できず意見がある理事は、書面等にて事務

局まで連絡することにしました。 

⑥川越のキノコ（菌類）についてのガイドブッ

ク作成のための公益信託武蔵野銀行みどりの基

金助成金給付申請書を確認し、提出することを

承認しました。 

⑦「緑の都市賞」受賞並びに川越市長への報告、

川越まつり会場クリーン活動の収支等報告があ

りました。 

⑧団体会員（事業者）1 名の入会があり、現在

の会員数は個人 118、民間団体 29、事業者 25、

行政 1の計 173会員となりました。 

（小瀬博之）

 

社会環境部会

	 11月の例会は 11日（金）福田ビル 3階にて、

6名参加で開催しました。 

1.報告事項 

理事会 

①2月 25日（土）に開催されるかわごえ環境フ

ォーラムについて投稿・発表者募集、協賛依頼

などの報告がありました。 

②自然環境部会の「（仮称）川越市森林公園計画

地」調査・保全活動が奨励賞を受賞し、本日が

授賞式とのことでした。 

③川越まつり会場クリーン活動について、15日

は 45 名、16 日は 35 名、計 80 名の参加があっ

たとの報告がありました。また個人会員 2名の

入会があったとの報告が有りました。 

2.環境講演会の報告 

	 11月 5日に行われた環境講演会は、つばさ館

まつりなどと重なり、出席者は 33名とのことで

した。アンケートの内容説明があり、いただい

た意見を今後の講演会で参考にして、よりよい

講演会をめざしたいとのことでした。 

3.エコドライブの報告 

	 今年のエコドライブ普及活動は、11月 5日に

つばさ館まつりの中で市と協働で市が手配して

くれたシミュレーターを使用して行いました。

講演会と重なったため社会環境部会からは 2名

の参加となりました。盛況で 41名の参加があり

ました。次回は 11月 20日ウェスタ川越で行い

ます。 

4.かわごえ環境フォーラム投稿原稿などの検討 

	 第 15 回かわごえ環境フォーラムに提出する

原稿の選出決定、社会環境部会主催の行事原稿、

私のエコ暮らし原稿に決定しました。提出題目

を次回の社会環境部会までに板野代表に作成し

てもらいます。原稿修正は井口が担当します。 
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5.その他 

	 私のエコ暮らしについて、今期で終了して、

来期からは自由題材が提出しやすいのではない

かとの意見があり、検討することとしました。 

12月度の部会進行担当：武田さん 

12月号、私のエコ体験投稿：宮崎さん 

（部会代表：板野 徹	 担当：井口吉三郎） 

	

自然環境部会

	 都市緑化機構第 36回「緑の都市賞」の表彰式、

北公民館かんきょう祭り準備などの予定が重な

って、少ない 3人で部会を開催しました。 

1.報告は安比奈親水公園でのチョウ・トンボ現

地観察会。初めての参加者があり、少し広がっ

た。県モニタリング調査中間報告会、市民生き

物調査会がありました。 

2.検討課題 

	 キノコ冊子の助成金を武蔵野銀行みどりの基

金に申請することが了承されました。 

	 来年 2月の「生きものを育む田んぼプロジェ

クト in川越」に向けて、自然環境部会を紹介す

るパネルを作成することを検討します。 

	 川越のチョウについて希少種と RDB への検

討案が提案されました。次回以降に詳しく検討

することになりました。 

	 「川越の自然を訪ねて」は、1 月は休み、2

月は「川越の雁」（仮）について原稿を依頼する

ことになりました。 

3.事務局からは、2月のかわごえ環境フォーラム

の発表申込期限について報告がありました。ま

た、（仮称）川越市森林公園計画地を宣伝するパ

ンフレットが作成されました。 

（部会代表：賀登環	 報告：過昌司） 

【予告】かわごえ環境ネットの主催・出展・後援行事

【トピック①】歳末まち美化活動参加者募集（12月 23日） 
	 2003 年から始まった中心市街地の歳末まち

美化活動、14年目の今年も例年と同様に天皇誕

生日である 12 月 23 日（金・祝）9:30-12:00 に

実施します。 

	 9時 30分に本川越駅前交番前に集合し、市内

中心部を 6〜9 コースに分かれてポイ捨てごみ

拾いをして回り、11 時 30 分に中央公民館前で

ごみ分別を行った後、旧川越織物市場で有志差

し入れの名物「太麺焼きそば」を食べながら歓

談して解散します。 

	 申込みは 12月 20日（火）までにお願いいた

します。 

・申込先： 渡辺利衛	 Fax.049-242-4322 

      菊地三生	 Tel.080-5546-2362 

      E-mail：kikums@beige.ocn.ne.jp 

	 本会会員の有無を問わず、多くの方のご参加

をお待ちしております。 

（菊地三生）  
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【トピック②】「第 15回かわごえ環境フォーラム」環境活動報告の投稿・発表者募集 
（12月 19日まで投稿・発表申込期限延長） 
	 2017 年 2 月 25 日（土）9:30-12:00, 13:30-17:

00にウェスタ川越（午前：南公民館、午後：多

目的ホール）において「第 15回かわごえ環境フ

ォーラム」を開催します。各々の環境活動と役

割を相互に理解し、川越市の望ましい環境像実

現のための取組がいっそう活発になることを期

待して行事を開催します。例年実施しておりま

すが、フォーラム開催に先立ち、環境活動をさ

れている個人・団体からの環境活動報告を広く

募集します。みなさまの積極的な応募をお待ち

しています。投稿・発表申込期限を延長して、

レポート投稿期限と同じ 12月 19日（月）まで

受け付けます。会員の有無は問いませんので、

奮ってご応募ください。かわごえ環境フォーラ

ムホームページ（http://forum.kawagoekankyo.ne

t）に詳しい要項を掲載していますのでご覧くだ

さい。 

【トピック③】「川越市環境行動計画（かわごえアジェンダ 21）」チェックシートのご回答
お願い（12月 6日〜1月 13日） 
	 川越市環境行動計画「かわごえアジェンダ 2

1」は、川越市の行政計画である「第二次川越市

環境基本計画」と車の両輪となって、市民、事

業者及び民間団体が、川越市の将来の望ましい

環境像の実現に向けて、日常生活や事業活動に

おける環境の保全・創造のためにどのようなこ

とを行うべきかが書かれており、チェックシー

トを用いて、同計画の趣旨を理解してもらうと

ともに、その結果を継続的に把握することで、

進行管理を行っています。2016年度に本計画の

改定を行うことから、現行の本計画の現状を把

握するため、本会会員をはじめとするみなさま

の環境への取組状況について、チェックシート

によりご回答を賜りたく存じます。会員のみな

さまは、12月号に同封してチェックシートをお

送りしていますので、事務局まで持参または郵

送・FAXしてください（本紙の最終ページに事

務局の連絡先が書いてあります。通信費は自己

負担でお願いいたします）。また、会員の方も会

員でない方も、インターネットのフォームで回

答ができます。URLは下記のとおりです。スマ

ートフォン等で QR コードを読み取ってもアク

セスできます。会員でない方や団体会員で多く

の方に実施していただくには、インターネット

で回答していただくことをおすすめします（Go

ogleフォームを使用しています）。 

https://goo.gl/Cr1GKN 

 
	 期日は 12月 6日（火）から 1月 13日（金）

とさせていただきます。なお、今回いただいた

アンケートは、集計・進行管理を行い、年次報

告書「平成 29年度版かわごえの環境」にて推進

状況を報告させていただきます。 

（理事長	 小瀬博之） 

 

会合 
◆広報委員会（2016年 12月度） 

日時：12月 7日（水）11:30-12:30 

場所（変更）：川越市役所本庁舎 5階フリースペ

ース（川越市元町 1-3-1） 

＊次回は 1 月 11 日（水）11:30-12:30 ウェスタ

川越 2階市民活動・情報コーナー（川越市新宿

町 1-17-17） 
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◆（仮称）かわごえアジェンダ 21 作成委員会

（第 10回） 

日時：12月 7日（水）13:00-15:00 

場所：福田ビル 3階会議室（川越市郭町 1-2-3） 

対象：理事・作成委員会メンバー有志 

●社会環境部会（2016年 12月度） 

日時：12月 9日（金）13:00-15:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

●自然環境部会（2016年 12月度） 

日時：12月 9日（金）15:00-17:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

＊両部会とも会員はどなたでも参加できます。 

＊両部会は、毎月第 2金曜日 13:00-15:00, 15:00

-17:00連続開催（次回は 1月 13日（金）同所） 

◆事業運営委員会（2016年度第 9回） 

日時：12月 21日（水）13:00-14:30 

場所：川越市役所分室 3階 B会議室（川越市元

町 1-3-1） 

＊次回は 1月 25日（水）13:00-14:30、場所未定 

◆理事会（2016年度第 9回） 

日時：12月 21日（水）14:30-16:00 

場所：川越市役所分室 3階 B会議室 

＊次回は 1月 25日（水）14:30-16:00、場所未定 

◆（仮称）かわごえアジェンダ 21 作成委員会

（第 11回） 

日時：1月 13日（金）9:30-11:30 

場所：川越市役所本庁舎地階修養室 

 

自然環境部会主催事業

★「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・

保全作業	 （毎月第 2・4月曜日） 

日時：12月 12・26日（月）、1月 23日（月） 

集合：9:30 川越南文化会館（ジョイフル）（川

越市今福 1295-2）※1月 9日は休みです。 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

★池辺公園定例活動 

日時： 12月 6日・1月 10日（火）9:00-12:00 

場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 

問い合わせ：菅野 

【予告】会員・関係団体の主催・関連行事
川越市 環境部 環境政策課 

問い合わせ（Tel.049-224-5866, Fax.049-225-9800, E-mail: kankyoseisaku@city.kawagoe.saitama.jp
◎くぬぎ山地区平地林保全管理活動 

外来植物の除去など、平地林の手入れ作業 

日時：12 月 18 日（日）10:00-15:00（9:30 受付

開始） 

集合場所：「くぬぎ山・駒ケ原の森」の草地（所

沢市大字下富 1456-1） 

服装等：林内作業用（弁当、長袖、長ズボン、

帽子、タオル、軍手、飲み物等） 

申込先：くぬぎ山地区自然再生協議会事務局（T

el.048-830-3150）（埼玉県みどり自然課） 

申込期限：12月 14日（水） 

◎平成 28年度苗木配布事業 

日時：12月 11日（日）11:00から 

場所：ウェスタ川越（川越市健康まつり会場内） 

配布本数：200本 

	 苗木無料配布を実施いたします。この事業は、

市民の緑化意識の向上と緑化の推進を図ること

を目的として昭和 58 年より継続して行ってお

り、これまでに配布した苗木は約 7万 2千本と

なっております。当日は、ヤマブキ・ウバメガ

シ・イチジクなどの苗木を無料で先着順に配布

する予定です。 

※イチジクについてはご家族につき 1本の配布

となります。 
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NPO法人武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 
問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118, foresth@nifty.com）

◎森林公園かんさつ会（当会主催） 

①12月 9日（金）・②12月 18日（日） 

	 年内最後のかんさつ会を開催します。越冬し

に訪れた野鳥を探します。 

（温かい服装でお出かけください） 

集合時間・場所：10:20 国営武蔵丘陵森林公園

（埼玉県比企郡滑川町山田 1920）南口休憩所集

合解散、雨天決行。入園料要、参加費（200円）、

昼食持参（園内レストランもあります）、雨具持

参 

福原ファームクラブ 
 問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319）

◎おいしく・楽しく農業体験 

①12月 10日（土）9:30-12:30ごろ 

②1月 14日（土）9:30-12:30ごろ 

場所：明見院（今福 677）近く 

内容：農作業（B級品のお土産付き） 

会費：保険代 100 円、クラブ員 1 家族 1,000 円

（年間） 
2016年度予定表	  

月 日 活動内容予定 
12 10 畑の片づけ 
1 14 雑木林の手入れ 
2 11 同上	 焼き芋	 豚汁 
3 11 同上	 あそぼうパン、スープ 

みなみかぜ いきいき田んぼの会（川越生物多様性有機農法で地域づくりに取り組む会） 
問い合わせ：社会福祉法人健友会 地域交流センターみなみかぜ 担当：佐藤（Tel.049-234-8500[9:0

0-17:00], Fax.049-239-5646, E-mail: tanbo373@yahoo.co.jp, 350-0807埼玉県川越市吉田 204-2） 
	 いつからでも、誰でも参加でき、活動の一回

体験も可です。体験だけでもしてみませんか、

楽しいことうけあいですよ♪	 田んぼ活動でい

きいきしたいあなたを求めています！ 

◎農作業（金曜日の午前中） 

日時：12月 9・16日（金）10:00-12:00 

場所：地域交流センターに集合。農作業は近隣

の田んぼです。 

◎月例会 

日時：12月 9日（金）10:00-12:00 

場所：地域交流センター	 ホール 

 

かわごえ里山イニシアチブ 
問い合わせ：増田純一（E-mail: kawagoesatoyama@gmail.com, Tel..070-5599-2623） 

	 「かわごえ里山イニシアチブ」では、生物多

様性育む田んぼの保全を目的に、みんなで連携

して無農薬による米作りを支援し、生きものの

賑わいを取り戻す活動を行っています。 

◎例会 

無農薬の稲作りに興味のある方、生きものに

興味のある方など、広く意見を求めるために会

員でない方の参加も歓迎します 

日時：12月 24日（土）16:00-18:00 

場所：名細公民館（川越市小堤 662-1） 

	 メールにてお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

◆かわごえ環境ネット会員募集	 会員になると、本紙「月刊かわごえ環境ネ

ット」を毎月お送りします。また、委員会活動、研修行事に参加できます。

さらに環境に関する人的なネットワークも構築できます。年会費は個人会員

1,000 円、団体会員 2,000 円です。詳細は、かわごえ環境ネット事務局に問

い合わせるか、Webサイト（http://kawagoekankyo.net）をご覧ください。 
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クリーン&ハートフル川越 
問い合わせ：渡辺利衛（Tel＆Fax.049-242-4322）・武田侃蔵（Tel.090-2521-5770）

◎「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・自

転車放置」のゼッケンや「かわごえ環境ネット」

の腕章をつけて、まち美化啓発運動 

①第 1火曜日・第 3木曜日 

日時：12月 6日（火）・15日（木）・1月 3日（火）・

19日（木）13:30-15:00 

	 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所まで。 

②第 2日曜日 

日時： 12月 11日・1月 8日（日）9:30-11:00 

	 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ。 

③第 4土曜日 

日時：12月 24日（土）・1月 28日（土） 

 13:30-15:00 

	 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

◎川の国・新河岸川市内流域の清掃 

	 原則として第 4日曜日 9時より 2時間。参加

できる人は、担当箇所分担の割り振りのため、

実施日の 3日前までに武田（090-2521-5770）へ

ご連絡ください。 

①12月 25日（日）9:00-11:00 

	 新河岸川（赤間川）月吉陸橋下、川越土建事

務所横広場。星野高校横まで、ごみ拾い。黄金

橋横で集積・分別して解散。 

②1月 22日（日）9:00-11:00 

	 新河岸川（赤間川）赤間川公園から下流。氷

川橋まで。集めたごみは北公民館裏に収集。 

◎成人式会場クリーン活動 

日時：1月 8日（日）11:00-15:00 

	 成人式会場前の広場や周辺道路の“ポイ捨て

ごみ拾いと歩きたばこ禁止 PR”活動。ウェスタ

川越正面右側道路、南公民館入口前集合。参加

予定者は用具等の準備で、1 月 5 日までに武田

（090-2521-5770）までご連絡ください。 

 

東洋大学小瀬研究室（こもれびの森・里山支援隊、ライトアッププロジェクトチーム） 
問い合わせ：小瀬博之（E-mail: komorebisatoyama@gmail.com, Tel./Fax.049-239-1532） 

	 定常的に参加していただける方、ご近所の方、

大歓迎です。初めての方もぜひご参加ください。 

◎こもれびの森・里山支援隊 森林整備施業 

日時・12月 10日・24日、1月 7日・28日（土）

8:30 集合-12:00、12:45-15:00（解散 16:00）（荒天

中止） 

集合場所：東洋大学川越キャンパス 4号館こも

れびの道側入口（川越市鯨井 2100） 

費用：無料 

内容：手鋸、剪定鋏等を用いた小径木の下刈り、

伐採、施業のための樹木調査など。 

持ち物：汚れてもよい服装（長袖、長ズボン）、

靴、手袋（軍手等）、手ぬぐい・バンダナ（ヘル

メットの下に身に付けます）、タオル、飲み物、

弁当など、あれば自前の道具（手鋸、剪定バサミ） 

申込・問い合わせ：開催日 2日前までにご連絡 

＊開催案内ブログ：こもれびの森・里山支援隊

（http://ameblo.jp/komorebi-satoyama/） 

＊中止の場合 Twitter で開催当日 6:30 ごろ通知

（https://twitter.com/toyokomorebi/） 

＊報告 Facebook（https://www.facebook.com/kom

orebisatoyama/） 

◎小江戸川越ライトアップ 2016 

期間： 12月 25日（日）まで 

場所：「昭和の街」「大正浪漫夢通り」協力店舗

（福々スタンド、大黒屋食堂、真南風、彩乃菓） 

	 「あかりとの対話」のテーマで、あなたの行

動に反応して光が変わるライトアップオブジェ

をまちなかに散りばめて設置しています。 

＊詳細は小江戸川越ライトアップ 2016（http://k

awagoe-lightup.info） 
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公益財団法人 埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 
問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957）、当日の携帯電話連絡（Tel.080-6584-3010） 

◎伊佐沼でバードウオッチング 

（毎月第 2日曜日） 

集合：10:00伊佐沼西岸蓮見橋（小雨決行） 

持ち物：筆記用具・あれば野鳥図鑑・双眼鏡・

飲み物・帽子・防寒衣 

参加費：一般 300円、高校生以下 100円（保険

代・資料代） 

解散：12:00ごろ集合場所にて 

①12月 11日（日）10:00-12:00 

	 カモが勢ぞろいしました。7 種、８種でしょ

うか？ハマシギの群れが背を向けて飛んだかと

思うと。誰の合図か揃って白い腹側を見せて飛

びます。見事な編隊飛行です。伊佐沼公園の林

では冬の小鳥たちが待っています。	

②1月 8日（日）10:00-12:00 

	 県下一斉にガン、カモの調査をします。参加

者の皆さんで数えます。今年は例年より多くの

種類、数が期待されます。パンダのようなミコ

アイサも期待できます。寒さに負けずに参加し

てください。 

 

第 7回低炭素まちづくりフォーラム in埼玉実行委員会 
申し込み：埼玉県地球温暖化防止活動推進センター（Fax.048-749-1218, E-mail:goto@kannet-sai.org） 

◎第 7回低炭素まちづくりフォーラム in埼玉 

日時：12月 10日（土）10:00-16:30 

場所：埼玉大学 全学講義棟 1号館（さいたま市

桜区下大久保 255） 

	 ＜つながろう	 広がろう	 エコの環＞を合言

葉に、県内の市民団体で作る実行委員会主催、

埼玉大学と埼玉県地球温暖化防止活動推進セン

ター共催で第 7回低炭素まちづくりフォーラム

in埼玉が開催されます。 

	 午前の基調講演は埼玉大学大学院理工学研究

科の浅枝隆教授の「自然災害、自然環境、その

深いつながり、その中でわれわれはどうすべき

か」と題した講演、昼は学生ポスターセッショ

ン、午後は次の 8 分科会が開かれ 16:30 終了予

定で行われます。分科会は次のとおり。①遊ぼ

う！学ぼう！自然再生②さいたまの生物多様性

のいまを考える③フードロスの削減に向けて④

バイオマス利活用による地域分散型エネルギー

⑤エシカルと身近になろう⑥2030 年に向けた

家庭の省エネ。そのほか大学特別分科会で⑦大

気汚染と PM2.5を考える⑧未来遺産・見沼田ん

ぼ地域から学ぶがあります。 

	 詳細、申込書の入手等は認定特定非営利活動

法人環境ネットワーク埼玉のページをご覧くだ

さい。 

http://www.kannet-sai.org/about/activities/2016/121

0.html 

 

広報委員会からのおしらせ
●本紙への原稿投稿を受けつけています 

	 2017年 1月号（No.123，12月末発行）の掲載

原稿は、12 月 15 日（木）締切です。原稿と写

真は電子データで編集担当共有のメーリングリ

スト（koho@ml.kawagoekankyo.net）にお送りく

ださい。メーリングリストは事前登録が必要で

すので、未登録の方は事務局に問い合わせくだ

さい。メールを使用していない方は、かわごえ

環境ネット事務局（環境政策課、川越市役所本

庁舎 5階）に提出してください。 
●おことわり	 本紙の記事は、各著者の寄稿及び広報委員

会の編集によって構成されていますが、これらは、組織の

公式な見解を示すものではありません。また、本紙は寄稿

及び作成時点までの信頼できる各種情報に基づいて作成

し、正確性の確保に努めていますが、その正確性に対して

かわごえ環境ネットは責任を負いません。本紙は読者ご自

身の判断と責任で利用いただき、本紙を利用することで生

じたいかなるトラブルおよび損失、損害に対して、かわご

え環境ネットは一切責任を負いません。 
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イベントカレンダー（12月 7日〜1月 28日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他	 詳細は個別の記事をご覧ください 

12/7 
◎小江戸川越

ライトアップ

（-12/25） 
◆11:30広報
委員会 
◆13:00（仮称）
かわごえアジ

ェンダ 21作成
委員会（第 10
回） 

12/8 
 

12/9 
◎10:00農作業
（みなみかぜ） 
◎10:00月例会
（みなみかぜ） 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

12/10 
◎8:30森林整備施
業（こもれびの森） 
◎9:30おいしく
楽しく農業体験 
◎10:00低炭素
まちづくりフォ

ーラム in埼玉 

12/11 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 
◎11:00苗木
配布事業 

12/12 
★9:30（仮称）川
越市森林公園計画

地調査・保全作業 

12/13 
 

12/14 12/15 
◎13:30まち
美化啓発運動 
○本紙 1月号
投稿期限 

12/16 
◎10:00農作業
（みなみかぜ） 

12/17 

12/18 
◎10:00くぬぎ
山地区平地林

保全管理活動 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

12/19 
○かわごえ環境

フォーラム原稿

投稿期限 

12/20 
 

12/21 
◆13:00事業
運営委員会 
◆14:30理事
会 

12/22 
 

12/23 
★9:30歳末ま
ち美化活動 

12/24 
◎8:30森林整備施
業（こもれびの森） 
◎13:30まち
美化啓発運動 
◎16:00例会
（かわごえ里山

イニシアチブ） 
12/25 
◎9:00新河岸
川市内流域清掃 

12/26 
★9:30（仮称）川
越市森林公園計画

地調査・保全作業 

12/27 
 

12/28 
 

12/29 
 

12/30 
 

12/31 
 

1/1 
元日 

1/2 
 

1/3 
◎13:30まち
美化啓発運動 

1/4 
 

1/5 
 

1/6 
 

1/7 
◎8:30森林整備施
業（こもれびの森） 

1/8 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 
◎11:00成人
式会場クリー

ン活動 

1/9 
成人の日 

1/10 
★9:00池辺公
園定例活動 

1/11 
◆11:30広報
委員会 

1/12 
 

1/13 
◆9:30かわご
えアジェンダ 2
1作成委員会 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

1/14 
◎9:30おいしく
楽しく農業体験 

1/15 
○本紙 2月号
投稿期限 

1/16 
 

1/17 
 

1/18 
 

1/19 
◎13:30まち
美化啓発運動 

1/20 
 

1/21 
 

1/22 
◎9:00新河岸
川市内流域清掃 

1/23 
★9:30（仮称）川
越市森林公園計画

地調査・保全作業 

1/24 
 

1/25 
◆13:00事業
運営委員会 
◆14:30理事
会 

1/26 
 

1/27 
 

1/28 
◎8:30森林整備施
業（こもれびの森） 
◎13:30まち美化
啓発活動 
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